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この手引きの情報は、２０２２年３月時点のもので

す。年度途中で内容が変更となる可能性があります。 

これらのマークが付いている箇所は、平常時と新型

コロナウイルス流行下で対応が異なります。２０２２年

３月時点では「コロナ対応」の扱いとなっています。 
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放送大学学歌  
 

那珂  太郎  作詞  

柴田  南雄  作曲  

 

（１） あまたの星々のなかの この地球にあつて 

 われらはまなぶ 世界 を 自分を 

 われら どこから来て どこにゐるのか 

 生 きるとはまなぶこと まなぶのはたのしみ 

 知は光  みどりの未来を展 （ひら）くため 

 いつでも どこでも 

 見 えない友と 共に生き 共にまなぶ 

 開かれた大学  放送大学  

 

 

 

（２） はるかな永劫のなかの この時代にあつて 

 われらは知らう 社会 を 自然を 

 われら どこから来て どこへ行 くのか 

 生 きるとは知ること 知 ることはよろこび 

 知は力  よりよい生 （いのち）を拓 （ひら）くため 

 朝 （あした）に 夕 （ゆふべ）に 

 親 しい友と 語 り合ひ 共にまなぶ 

 開かれた大学  放送大学
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2022年度 学年暦 

 

 

第１学期 4/1～9/30 

・放送授業期間（集中放送含む）  4/1(金) ～ 9/30（金) 

・面接授業（学部）  4/16(土) ～ 7/31(日) 

・入学者の集い  4/10(日) 

・通信指導提出期限  5/31(火) 

・単位認定試験（学部・大学院共通）  7/15(金) ～ 7/26(火) 

・翌学期（2022年度第 2学期）科目登録 

8/15(月) ～ 8/30(火)[郵送]・8/31(水)[Web] 

・第 1学期学位記授与式【神奈川】※ 【予定】 9/25(日) 

 

 

 

第２学期 10/1～3/31 

・放送授業期間（集中放送含む）  10/1(土) ～ 3/31(金) 

・面接授業（学部）  10/15(土) ～ 1/29(日) 

・入学者の集い  10/9(日) 

・通信指導提出期限  11/29(火) 

・単位認定試験（学部・大学院共通）  1/17(火) ～ 1/25(水) 

・翌学期（2023年度第 1学期）科目登録 

2/13(月) ～ 2/27(月)[郵送]・2/28(火)[Web] 

・卒業生の集い【神奈川】※ 【予定】 3/12(日) 

・第 2学期学位記授与式【大学本部】 【予定】 3 月下旬 

 

 

※神奈川学習センターで実施する行事ですが、新型コロナウイルス感染拡大状況によって

は実施できないことがあります。 
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１ 学習センターについて 

 神奈川学習センターを利用できる人  

○本学の学生 

○学習センター所長が許可した者 

新型コロナウイルス流行下では利用者の制限を行う場合がありますので、ウェブサイト

で最新の情報を確認してください。 

 主な業務  

○面接授業及び単位認定試験（学習センター受験）の実施 

○大学院入学者第一次選考（筆記試験）の実施 

○入学、学習上の各種相談 

○図書及び再視聴設備の提供 

○ゼミ・サークル等への施設提供 

○学生証、学生旅客運賃割引証（学割証）及び諸証明書の発行 

○学生教育研究災害傷害保険加入手続き 

○公開講演会の実施 

○その他学習センター運営に関する事務 

 利用時間  

 
期間 曜日 事務室窓口 図書室・視聴学習室 実習室 

通常期 火～日 9:10～17:40 9:３0～17:00 9:10～17:30 

単位認定試験期間 8:40～19:00 利用不可 利用不可 

新型コロナウイルス流行下では時間短縮や施設の閉鎖を行う場合がありますので、ウェ

ブサイトで最新の情報を確認してください。 

 閉所日  

○毎月曜日 

○国民の祝日 

○年末年始（12 月 28 日～1 月４日） 

○その他学習センター所長が必要と認めた日 

 時間割  

● 面接授業時間割 

１時限 09:50 ～ 11:20 

２時限 11：35 ～ 13：05 

３時限 14：05 ～ 15：35 

４時限 15：50 ～ 17：20 
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● 単位認定試験時間割（学習センター受験） 

１時限  9:15 ～ 10:05 

２時限 10:25 ～ 11:15 

３時限 11:35 ～ 12:25 

４時限 13:15 ～ 14:05 

５時限 14:25 ～ 15:15 

６時限 15:35 ～ 16:25 

７時限 16:45 ～ 17:35 

８時限 17:55 ～ 18:45 

 警報の発表による臨時閉所  

○神奈川学習センターの所在地域（横浜市南区）に暴風警報、大雪警報、暴風雪警報ある

いは特別警報が発令された場合で、公共交通機関に重大な影響が及ぶ場合は、閉所する

ことがあります。 

○上記により閉所が決定次第、神奈川学習センターのウェブサイト上等にお知らせいたし

ます。 

 利用上の注意  

● 学生証 

学習センター利用の際は必ず学生証を携行してください。入構時及び学習センターか

ら求められた場合には、ご提示ください。 

● 掲示板 

学習に関するお知らせ、学習センターで実施する行事等は１階掲示板に掲示します。

来所の際は確認してください。重要な事項は神奈川学習センターのウェブサイトにも掲

載します｡ 

● 飲食 

学習センター内での食事は原則禁止です。過去に食事可能だった旧談話室やロビーも

飲食不可となりました。2 時限から 3 時限にかけて面接授業を受講する者に限り所定

の場所での食事が可能です。 

健康維持に必要な最低限の水分・糖分の補給については可能です。 

休憩時間中の講義室又は指定の場所での飲食が可能です。講義中は飲食禁止です。た

だし健康維持に必要な水分・糖分の補給は可能です。 

図書室・視聴学習室には、ペットボトル・水筒以外に入った飲料は持ち込めません。

こぼすことがないように十分に注意してください。 

サークル活動等における飲食は最低限とし、飲食を目的とする講義室の利用はできま

せん。また、飲酒はフェスタ・ヨコハマ（学園祭）を除き、一切認めておりません。 

  



6 

 

● 喫煙 

敷地内は禁煙です。屋外喫煙所についても、改正健康増進法に定められた特定屋外喫

煙場所の要件を満たせないため、施行日の 2019 年 7 月 1 日から喫煙場所を廃止しま

した。 

● ロッカー 

コイン式ロッカーを設置しています。使用期限は当日限りです。 

使用する場合は、学生証と「ロッカー使用願」を事務室へ提出してください。専用コ

インを渡しますので、お帰りの際は返却してください。 

コインの返却が無い場合、ロッカーの荷物は回収します。保管期間は回収日より 3 ヵ

月間です。保管期間終了後は廃棄します。 

事務室での手続きなしで、施錠せずにロッカーの中に荷物を入れることは禁止です。

この場合も荷物を回収し、1 ヵ月保管した後に廃棄します。 

新型コロナウイルス流行下ではロッカーの貸し出しは致しません。 

● 駐車場 

原則として自動車通学は認めておりません。 

ただし、障がいのある方で、車使用が不可欠な場合は、診断書や障害者手帳等をご用

意いただき、事前に事務室へご相談ください。 

● 忘れ物 

忘れ物は事務室で保管しています。保管期間は届出日より 3ヵ月間です。保管期間終

了後は廃棄します。 

● 持込禁止 

刃物や火気等危険物の持込は禁止です。 

● 器物破損 

故意または重大な過失により、施設や備品を破損・汚損等した場合には、原状回復の

うえ損害賠償を求めることがあります。 

● 迷惑行為 

他の学生や教職員等へ暴言・暴力等の迷惑行為は禁止します。 

※「利用上の注意」に著しく違反した場合は、「イエローカード」または「レッドカード」

を提示し、学習センターの利用を制限もしくは禁止することがあります。 

 神奈川学習センターのウェブサイト  

公開講演会の開催案内やサークル活動、教員の紹介、機関誌、センタースケジュール等

神奈川学習センターの最新情報を発信しています。この手引きは 2022 年 3 月時点の

情報のため最新ではない場合がありますので、最新の情報は必ずウェブサイトで確認し

てください。 

 

【URL】https://www.sc.ouj.ac.jp/center/kanagawa/ 
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２ 神奈川学習センター案内図 

 1階  

 ①事務室  

学生証や証明書の発行等各種手続きを行っています。履修相談等も受付けております。 

新型コロナウイルス流行下では、原則予約制で運用します。この場合、1 件当たり 10

分までの対応とさせていただきます。 

 ②１階ホール  

重要な通知を電子掲示板等でお知らせします。 

 ③実習室  

パソコンが設置されている学習室です。利用方法等は 36 ページ〔８ 実習室の利用〕

をご参照下さい。 

パソコンを利用した面接授業が行われるほか、個人での利用も可能です（Wi-Fi 利用可

能）。 

新型コロナウイルス流行下では、閉鎖とします。開室していても、個人での利用につい

て、時間や人数を制限することがあります。 

 ④第１実験室（物理・工学） 

主に物理・工学系の面接授業で使用する実験室です。 

 ⑤第２実験室（生物・化学） 

主に生物・化学系の面接授業で使用する実験室です。 

 ⑥図書室  

学習に関連した図書資料等が閲覧できる学習室です。蔵書数は約 15,000 冊です。 

利用方法は 32 ページ〔6 図書室の利用〕をご参照ください。 

 ⑦視聴学習室  

放送授業（テレビ・ラジオ科目）が視聴できる学習室です。利用方法は 34 ページ 

〔７ 視聴学習室の利用〕をご参照ください｡ 

図書室、視聴学習室については、新型コロナウイルス流行下では、使用時間や使用人数

の制限、部屋自体の閉鎖を行う場合があります。 
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受付の際に 

検温・消毒を 

行います 

１階 

学生立入禁止区画 
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 ２階  

 ⑧講義室（第１～第９講義室） 

面接授業及び単位認定試験等で使用します。 

新型コロナウイルス感染対策として、下記の表のように収容人数を大きく減らして運

用します（次のページの図中に記載されている人数はコロナウイルス対策時の人数です）。 

講義室 過去の収容人数  現在の収容人数 

第１講義室  ４４人 →  ９人 

第２講義室  ５６人 → １２人 

第３講義室 １１０人 → ４０人 

第４講義室  ４９人 →  ９人 

第５講義室  ４９人 →  ９人 

第６講義室  ４０人 → １８人 

第７講義室  ８０人 → ２８人 

第８講義室 １１０人 → ４０人 

第９講義室  ７０人 → ３０人 

 ⑨飲料販売室（旧談話室）  

現在は自動販売機のみ利用可能です。かつては「談話室」として運用しており、飲食や

学生同士の談話、テレビやパソコンの使用が可能でしたが、現在はこれらの用途でのご

利用はできません。 

飲料を購入した後は、食事や他の学生との会話等で部屋に留まらず、速やか（10 分以

内）に退室してください。購入した飲料はこの部屋では飲まずに、持ち出してください。 

 ⑩学生相談室  

学生相談やゼミなど小規模な打合せや会議等で使用する部屋ですが、現在は閉鎖中で、

貸し出し等は行っていません。 

 ⑪保健室  

ベッドを設置していますので、体調が優れない場合は事務室までお申し出ください。 

 ⑫学生準備室  

サークルや同窓会等の団体で使用します。2019 年度より、各団体のロッカーはこの

部屋に設置されております。 

原則閉鎖しますが、物品の出し入れなど短時間の利用については事前予約のうえ使用

を認めます。 
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飲料購入以外の目的で

の利用はできません。 

自習や会話、食事等は禁

止です。 

また、滞在は 10分まで

としてください。 

２階 

学生立入禁止区画 



昭和の日

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

Memo

71 2 3 4 5 6

閉所日 閉所日

24

閉所日 追加登録開始

23

28 29

1学期面接授業

30

17

25 26 27

閉所日 面接授業開始

18 19 20 21 22

3

10

閉所日

1学期

11 12 13 14 15 16

95 6 7 84

2

土木 金水

4
28 29 30 31 1

月 火日

27

2022年 April



憲法記念日 みどりの日 こどもの日

Memo

115 6 7 8 9 10

閉所日 提出〆切

1学期通信指導

429 30 31 1 2 3

閉所日

2822 23 24 25 26 27

閉所日

2115 16 17 18 19 20

閉所日

148 9 10 11 12 13

閉所日 閉所日 閉所日 閉所日

71 2 3 4 5 6

5
2022年 May

日 月 火 水 木 金 土



Memo

93 4 5 6 7 8

閉所日

226 27 28 29 30 1

閉所日

2519 20 21 22 23 24

閉所日

1812 13 14 15 16 17

閉所日

115 6 7 8 9 10

429 30 31 1 2 3

6
2022年 June

日 月 火 水 木 金 土



海の日

Memo

631 1 2 3 4 5

単位認定試験期間 閉所日 単位認定試験期間

1学期 1学期

30

【学部・大学院】 【学部・大学院】

24 25 26 27 28 29

1学期

単位認定試験期間 閉所日 単位認定試験期間 単位認定試験期間 単位認定試験期間 臨時閉所日 単位認定試験期間

1学期 1学期 1学期 1学期

23

【学部・大学院】 【学部・大学院】 【学部・大学院】 【学部・大学院】 【学部・大学院】

17 18 19 20 21 22

1学期

閉所日 単位認定試験期間 単位認定試験期間

1学期

16

【学部・大学院】 【学部・大学院】

10 11 12 13 14 15

閉所日

93 4 5 6 7 8

226 27 28 29 30 1

7
2022年 July

日 月 火 水 木 金 土



山の日

Memo

104 5 6 7 8 9

閉所日

328 29 30 31 1 2

閉所日

2721 22 23 24 25 26

臨時閉所日 閉所日 臨時閉所日

2014 15 16 17 18 19

閉所日 閉所日 臨時閉所日 臨時閉所日

137 8 9 10 11 12

閉所日

631 1 2 3 4 5

8
2022年 August

日 月 火 水 木 金 土



敬老の日 秋分の日

Memo

82 3 4 5 6 7

（予定） 閉所日

学位記授与式

125 26 27 28 29 30

閉所日 臨時閉所日 閉所日

2418 19 20 21 22 23

閉所日

1711 12 13 14 15 16

閉所日

104 5 6 7 8 9

328 29 30 31 1 2

9
2022年 September

日 月 火 水 木 金 土



スポーツの日

文化の日

Memo

閉所日

530 31 1 2 3 4

閉所日

2923 24 25 26 27 28

閉所日 追加登録開始

2学期面接授業

2216 17 18 19 20 21

2学期

入学者の集い 閉所日 臨時閉所日 面接授業開始

159 10 11 12 13 14

閉所日

82 3 4 5 6 7

125 26 27 28 29 30

10
2022年 October

日 月 火 水 木 金 土



文化の日

勤労感謝の日

Memo

104 5 6 7 8 9

閉所日 通信指導提出〆切

2学期

327 28 29 30 1 2

閉所日 閉所日

2620 21 22 23 24 25

閉所日

1913 14 15 16 17 18

閉所日

126 7 8 9 10 11

閉所日

530 31 1 2 3 4

11
2022年 November

日 月 火 水 木 金 土



元日 振替休日

Memo

71 2 3 4 5 6

閉所日 臨時閉所日 閉所日 閉所日 閉所日

3125 26 27 28 29 30

閉所日

2418 19 20 21 22 23

閉所日

1711 12 13 14 15 16

閉所日

104 5 6 7 8 9

327 28 29 30 1 2

12
2022年 December

日 月 火 水 木 金 土



元日 振替休日

成人の日

建国記念の日

Memo

115 6 7 8 9 10

閉所日

429 30 31 1 2 3

単位認定試験期間 閉所日 単位認定試験期間 単位認定試験期間

2学期 2学期 2学期

28

【学部・大学院】 【学部・大学院】 【学部・大学院】

22 23 24 25 26 27

2学期

閉所日 単位認定試験期間 単位認定試験期間 単位認定試験期間 単位認定試験期間 単位認定試験期間

2学期 2学期 2学期 2学期

21

【学部・大学院】 【学部・大学院】 【学部・大学院】 【学部・大学院】 【学部・大学院】

15 16 17 18 19 20

閉所日 臨時閉所日

148 9 10 11 12 13

閉所日 閉所日 閉所日 臨時閉所日

71 2 3 4 5 6

1
2023年 January

日 月 火 水 木 金 土



建国記念の日

天皇誕生日

Memo

115 6 7 8 9 10

閉所日

426 27 28 1 2 3

閉所日 閉所日

2519 20 21 22 23 24

閉所日

1812 13 14 15 16 17

閉所日 閉所日

115 6 7 8 9 10

429 30 31 1 2 3

2
2023年 February

日 月 火 水 木 金 土



春分の日

Memo

82 3 4 5 6 7

閉所日

126 27 28 29 30 31

閉所日 閉所日

2519 20 21 22 23 24

（予定） 閉所日

卒業生の集い

1812 13 14 15 16 17

閉所日

115 6 7 8 9 10

426 27 28 1 2 3

3
2023年 March

日 月 火 水 木 金 土
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 面接授業日程表  【１学期】 
 
学習 

センター 

 授業 

形態 
対面  ／  WEB  ／  閉講 

科目名 
 科目 

コード 
 科目名 

 

授業 

日程 

第 1 回 月   日（  ）   ～   時限 第 2 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 3 回 月   日（  ）   ～   時限 第 4 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 5 回 月   日（  ）   ～   時限 第 6 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 7 回 月   日（  ）   ～   時限 第 8 回 月   日（  ）   ～   時限 

 
学習 

センター 

 授業 

形態 
対面  ／  WEB  ／  閉講 

科目名 
 科目 

コード 
 

科目名 
 

授業 

日程 

第 1 回 月   日（  ）   ～   時限 第 2 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 3 回 月   日（  ）   ～   時限 第 4 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 5 回 月   日（  ）   ～   時限 第 6 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 7 回 月   日（  ）   ～   時限 第 8 回 月   日（  ）   ～   時限 

 
学習 

センター 

 授業 

形態 
対面  ／  WEB  ／  閉講 

科目名 
 科目 

コード 
 科目名 

 

授業 

日程 

第 1 回 月   日（  ）   ～   時限 第 2 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 3 回 月   日（  ）   ～   時限 第 4 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 5 回 月   日（  ）   ～   時限 第 6回 月   日（  ）   ～   時限 

第 7 回 月   日（  ）   ～   時限 第 8 回 月   日（  ）   ～   時限 

 
学習 

センター 

 授業 

形態 
対面  ／  WEB  ／  閉講 

科目名 
 科目 

コード 
 科目名 

 

授業 

日程 

第 1 回 月   日（  ）   ～   時限 第 2 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 3 回 月   日（  ）   ～   時限 第 4 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 5 回 月   日（  ）   ～   時限 第 6 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 7 回 月   日（  ）   ～   時限 第 8 回 月   日（  ）   ～   時限 
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 面接授業日程表  【２学期】 
 
学習 

センター 

 授業 

形態 
対面  ／  WEB  ／  閉講 

科目名 
 科目 

コード 
 講師名 

科目名 

授業 

日程 

第 1 回 月   日（  ）   ～   時限 第 2回 月   日（  ）   ～   時限 

第 3回 月   日（  ）   ～   時限 第 4回 月   日（  ）   ～   時限 

第 5回 月   日（  ）   ～   時限 第 6回 月   日（  ）   ～   時限 

第 7回 月   日（  ）   ～   時限 第 8回 月   日（  ）   ～   時限 

 
学習 

センター 

 授業 

形態 
対面  ／  WEB  ／  閉講 

科目名 
 科目 

コード 
 

科目名 
 

授業 

日程 

第 1 回 月   日（  ）   ～   時限 第 2 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 3 回 月   日（  ）   ～   時限 第 4 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 5 回 月   日（  ）   ～   時限 第 6 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 7 回 月   日（  ）   ～   時限 第 8 回 月   日（  ）   ～   時限 

 
学習 

センター 

 授業 

形態 
対面  ／  WEB  ／  閉講 

科目名 
 科目 

コード 
 科目名 

 

授業 

日程 

第 1 回 月   日（  ）   ～   時限 第 2 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 3 回 月   日（  ）   ～   時限 第 4 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 5 回 月   日（  ）   ～   時限 第 6 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 7 回 月   日（  ）   ～   時限 第 8 回 月   日（  ）   ～   時限 

 
学習 

センター 

 授業 

形態 
対面  ／  WEB  ／  閉講 

科目名 
 科目 

コード 
 科目名 

 

授業 

日程 

第 1 回 月   日（  ）   ～   時限 第 2 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 3 回 月   日（  ）   ～   時限 第 4 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 5 回 月   日（  ）   ～   時限 第 6 回 月   日（  ）   ～   時限 

第 7 回 月   日（  ）   ～   時限 第 8 回 月   日（  ）   ～   時限 
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４ 学習上の基本事項 

 放送授業  

テレビ、ラジオの放送授業は、1 学期は 4 月 1 日から、2 学期は 10 月 1 日から放送

されます。このほかに集中放送授業（再放送等）があります。 

教養学部の放送授業（約 300 科目）及び大学院文化科学研究科修士課程の放送授業の

科目は、一部を除き、原則インターネットからいつでも受講できます。 

インターネットでの視聴については、パソコン、モバイル端末ともに、対応したブラウ

ザ（下記の表を参照）からシステム WAKABA にログインすることで可能になります。

ログイン後に視聴画面に進む方法は、38 ページをご確認ください。 

なお、過去にモバイル端末向けに配信されていた専用のアプリケーションは 2020 年

9 月で終了いたしましたので、現在は使用できません。 

 

放送授業のインターネット配信に対応したブラウザ 

機種 OS 対応ブラウザ 

Windows Windows8.1，10，11 

・Microsoft Edge 

・Google Chrome 

・Mozilla Firefox 

Macintosh 
Mac OS（最新版から 

2 バージョン前まで） 

・Safari 最新版 

・Google Chrome 

・Mozilla Firefox 

Android Android OS 5.0 以上 
・Google Chrome 

※シークレットモード不可 

iPhone 

iPad 
iOS 11.2 以上 

・Safari 最新版 

※JavaScript：「有効」、 

Cookie：「受け付ける」 

※テレビ・ラジオの放送授業を視聴できなかった、又は集中的に視聴したい場合は視聴

学習室をご利用ください。開講中の科目のうち、大学院科目は 2017 年度、学部科目

は 2018 年度までに開講したものは、15 週の DVD・CD が全巻揃っています。 

 単位認定試験  

各学期後半に学部、大学院ともに単位認定試験を行います。放送授業を科目登録し、通

信指導に合格すると、その科目の単位認定試験を受験することができます。 

単位認定試験に合格すると単位を取得できますが、不合格になった場合でも、次の学

期に限り再試験の受験が可能です。この場合の授業料は無料です。但し、学籍があり休学

していないことが条件です。詳細は学生生活の栞の「再試験」を参照してください。 

● 試験実施方法【2022 年度は原則 Web 受験方式】 

2022 年度の単位認定試験は、Web 受験方式により実施します（郵送受験方式の科

目を除く）。自宅等からインターネットを通じて Web 単位認定試験システムにアクセス

して受験します。 
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自宅等にインターネット環境がない、またはパソコン・スマホ・タブレット等電子機器

の操作が困難等の事情により、自宅等での Web 受験が困難な場合、学習センターでの

受験を申請することができます。 

申請方法は以下の通りです。詳細については学生生活の栞を確認して下さい。 

 

〈申請方法〉 

「学習センター受験申請書」（印刷教材等に同封）を大学本部に郵送提出 

〈申請受付期間〉 

第１学期：4 月 1 日（金）～5 月 23 日（月）（郵送必着） 

第２学期：10 月 1 日（土）～11 月 24 日（木）（郵送必着） 

● 試験当日に必要なもの 

学習センター受験申請を行い学習センターで受験する際は、試験当日に、単位認定試

験通知（受験票）と学生証を忘れずに持参してください。 

 面接授業  

面接授業の時間割は、2022 年度の『面接授業時間割表』に掲載されていますので、

確認しておいてください。 

● 面接授業の実施形態について 

面接授業は学習センターにて実施される対面式の授業となります。受講者は学習セン

ターに来所の上で受講します。 

新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、「閉講」や「Web（Zoom）授業で開講」

となる可能性があります。 

シラバスの「実施会場」欄に、不測の事態発生時の対応が記載されていますので、科目

登録の際には、こちらの対応を必ず確認し、予め記載された対応になることも念頭に置

いて科目登録を行ってください（後述の記載例と注意事項も参照）。 

変更が生じた場合、ウェブサイトへの掲載やキャンパスメール等でお知らせする予定

です。 

 

記載例 注意事項 

不測の事態 

発生時は閉講 

閉講になる可能性があるので、該当科目の単位の取得によって卒

業要件を満たす場合はご注意ください。確実に卒業要件を満たした

い場合は、オンライン授業を優先してください。 

不測の事態 

発生時は

Web(Zoom)

授業で開講 

Web での実施になる可能性があるので、自宅にインターネット環

境がない、または「Zoom」を自力で操作するパソコンスキルをお持

ちでない場合は、該当科目の登録をお勧めしません。 
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● 面接授業の追加登録について 

科目決定後に空席が生じた科目については、追加登録受付を実施します。 

科目ごとの追加登録受付期間は、学期初めの空席発表時に、1 階ホールの掲示板に発表

するとともにシステム WAKABA（教務情報システム）にも掲載します。 

追加登録の受付は、当該科目を開設する各学習センターで行います。神奈川学習セン

ターの手続きの方法は次のとおりです。 

 

１．受付初日午前 10 時 00 分までに会場に来室された方を対象に抽選、それ以降は先

着順で受付けます。 

２．受付期間の第 2 日目からは郵送申請も受付けます。窓口申請・郵送申請を合わせて

先着順とします。郵送申請の方法は次のとおりです。 

 

（郵送申請） 

①現金書留郵便に限ります。 

②面接授業科目追加登録申請書、学生証のコピー、授業料（現金のみ：「おつりのないよ

うにしてください。」）、返信用封筒(宛先記載 84 円切手貼付)を同封してください｡ 

③期間内必着です。 

④登録時に既に満席となっている等の理由により登録できなかった科目については、登

録不可とします。（登録不可通知書を同封します。） 

⑤登録できなかった科目の授業料は、現金書留により返却します｡ 

新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、追加登録受付初日の学習センターに

おける抽選会は実施せず、それ以降の申請も郵送のみ（窓口申請不可）とすることがあ

ります。 

 オンライン授業  

オンライン授業は、インターネット上で提供される教材を使い双方向性を生かした授

業を行います。 

オンライン授業科目は通信指導及び単位認定試験を行いません（但し、「教育課程の意

義及び編成の方法('15)」「幼児理解の理論と方法('15)」「小学校外国語教育教授基礎論

('17)」は除く）。 

閲覧方法・学習方法・科目名の詳細は本学ウェブサイトのオンライン授業体験版（下記

URL）をご覧ください｡ 

 

https://online-open.ouj.ac.jp/login/index.php  

 

オンライン授業を受講される場合、推奨されるパソコン環境は次の表の通りです（モ

バイル端末だけでの受講は推奨しません）。 

また、次の表の環境に加えて、Adobe Acrobat Reader などの PDF ファイルが閲

覧できるソフトウェアが必要です。 
 

https://online-open.ouj.ac.jp/login/index.php
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パソコン OS Web ブラウザ 

Windows Windows10，11 

・Microsoft Edge 

・Google Chrome 

・Mozilla Firefox 

Macintosh 
mac OS （最新版から 

2 バージョン前まで） 

・Safari 

・Google Chrome 

・Mozilla Firefox 

 

【重要！】オンライン授業履修の際の注意点  

〇オンライン授業登録の前には必ず、本学ウェブサイトのオンライン授業体験版をお試

しいただき、受講に必要なパソコン環境が整っているかをご確認ください。 

〇オンライン授業はすべての学習をインターネット上で行います。そのため、ご自身で

パソコンの操作ができることが必要となります。パソコンの操作も授業の一環に含ま

れますので、学習センター職員が指導・補助することはできません。必要になるパソコ

ンスキルは、先述のオンライン授業体験版にてご確認ください。 

〇モバイル端末でも映像教材の閲覧は可能ですが、一部の機能はパソコンと比べて操作

が煩雑のため、パソコンによる動画視聴を推奨しています。 

〇オンライン授業の学習に、学習センターの実習室のパソコンを使用することはできま

せん。必ずご自身のパソコンを使用してください。 

〇オンライン授業はインターネット配信されている放送授業とは全く別の科目群となり

ます。卒業要件としては、オンライン授業で取得した単位は、面接授業と同じ区分とし

て扱われ、放送授業の単位としては扱われません。また、放送授業と異なり、履修者以

外は視聴できません。 

  



29 

 

５ 諸手続・諸証明 

 学生証の発行  

● 学生証入手の条件 

○学生証の発行は所属の学習センターで行います。神奈川学習センターでは、他のセンタ

ー所属の方の学生証は発行できません。 

○有効期限後にも学籍が続く場合、有効期限が切れた後に新しい学生証を発行いたします。

有効期限が切れる前の発行は一切できません。（紛失等により学生証を失った場合、発

行手数料 500 円で発行できます。） 

○学生証の発行は、あらかじめ顔写真の登録が必要です。未登録の場合、システム

WAKABA（教務情報システム）の教務情報の「学生カルテ」に顔写真を登録、または

「学生生活の栞」巻末にある「写真票」を大学本部まで提出して登録してください。 

● 学生証入手方法 

○所属の学習センターに直接来所の上で受け取ります。「入学許可証」または「有効期限切

れの学生証」を持参してください。 

○学生本人が直接来所して受け取る必要があります。 

○単位認定試験期間中は、窓口が混雑します。学生証は試験期間前に受け取ってください。 

○新型コロナウイルスの感染予防のため、郵送での申請受付・送付を推奨しています。た

だし、平常時同様、神奈川学習センター所属の方のみ発行可能です。下記①～③を郵送

でお送りください。 

①任意様式の申請書 
学生番号、氏名、生年月日、住所、日中連絡のつく電

話番号、「学生証郵送希望」の文言を記載。 

②返信用封筒 
特定記録郵便 244 円分の切手を貼り、返信先の住所

を記載。 

③本人確認書類 

≪新規入学者≫ 

・入学許可証のコピー 

・顔写真付きの公的な身分証明書（運転免許証、パス

ポート等）のコピー 

≪在学生≫ 

・有効期限切れの学生証 

○平常時のような窓口での受け取りは、感染拡大状況によっては対応できないことがあり

ます。窓口での対応が可能な場合であっても、完全予約制とし、前日までの予約者のみ

の受付（当日予約なしでの来所は不可）とすることがあります。 

○学習センター等の施設を利用する予定がなく、学外に学生証を提示する機会もない場合

は、早急に学生証を入手して頂く必要はありません。 

  



30 

 

 住所・氏名の変更  

○住所や電話番号を変更する場合、システム WAKABA（教務情報システム）の教務情報

での入力、または窓口での「住所等変更届」の提出により、変更手続きを行ってくださ

い。 

※インターネットが利用可能な場合、システム WAKABA（教務情報システム）での手

続きをお願いします。 

○住所変更に伴い、所属する学習センターや単位認定試験を受験するセンターの変更の手

続きが必要となる場合があります。 

○氏名変更の場合は、「氏名等変更届」を大学本部へ提出してください。学生証の再発行は

所属する学習センターで行います。（手数料として別途 500 円が必要です。） 

○住所・氏名の変更手続きが遅れると、本学からの送付物（特に受験票）が届かない場合

があります。早めの手続きをお願いします。 

 諸証明書の発行  

○在学証明書、成績・単位修得証明書など各種証明書が必要な場合は、「諸証明書交付願」

を事務室へ提出してください。発行手数料は 1 通につき 200 円です。 

○郵送を希望する場合は、事務室へ以下①～③を送付してください。なお、①～③の一つ

でも同封されていない、または不備がある場合（①の様式間違い、②の料金不足、③の

切手貼付なし等）は、お電話で確認が取れるまで発行を保留します。お急ぎの場合はご

注意ください。 

①諸証明書交付願 
「学生生活の栞」巻末、放送大学ホームページの「卒業

生の方へ」から入手可能 

 

様式 9 
様式 10 対象以外の一般的な証明書 

（在学証明書、成績・単位修得証明書等） 

様式 10 
教員免許状申請用の単位修得証明書（学力に関する証明

書）、資格関係の単位修得証明書、大学院受験用調査書 

②発行手数料 現金書留または郵便定額小為替証書 

③返信用封筒 切手貼付、宛名明記 

○教員免許状申請用の単位修得証明書（学力に関する証明書）、資格関係の単位修得証明

書、大学院受験用調査書は、発行まで２週間程度かかります。余裕をもって申請してく

ださい。 

加えてこれらの書類は、在学証明書や成績・単位修得証明書等と異なり、所属学習セ

ンターでのみ発行可能ですのでご注意ください。 

○新型コロナウイルス流行下では、窓口での受付を中止し、郵送のみの受付となる場合が

あります。また、窓口での対応が可能な場合でも、完全予約制とし、前日までの予約者

のみの受付（当日予約なしでの来所は不可）とすることがあります。 
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 学生旅客運賃割引証（学割証）の発行  

● 対象 

全科履修生、修士全科生、博士全科生 

● 乗車券の種類 

・一般普通回数乗車券（11 枚綴り、片道 200km 以内の場合） 

・学生割引普通乗車券（JR のみ、片道 100km 以上の場合） 

● 利用が認められる範囲 

自宅から神奈川学習センターまたは大学本部へ通学する場合に発行します。発行区間

は目的地への最短経路です。 

① 面接授業の受講及び単位認定試験の受験 

② 所属学習センターの視聴学習室・図書室の利用 

③ オリエンテーション及び学習相談への出席 

④ 大学が主催する学校行事の参加（公開講座等は除く） 

⑤ 卒業研究調査・研究指導のための旅行（指導教員の通知文書等が必要） 

● 発行できない事例 

・帰省や旅行といった通学以外の用件 

・社会体育の受講、単位互換のための他大学への通学 

・休学中の発行 

・最後の学割証発行日から 5 日以内の発行 

・JR 利用区間が片道 100km に満たない普通乗車券の利用 

・一部のバス路線等、学割対象外の交通機関（詳細はセンター内の掲示をご確認くださ

い）利用した通学 

 学生教育研究災害傷害保険への加入  

教育研究活動中の災害事故補償として、「学生教育研究災害傷害保険」の制度があります。 

種類 金額 期間 

学生教育研究災害保険 100 円 6 年間 

通学特約（通学中の事故補償） + 40 円 6 年間 

付帯賠償（他人に被害を与えた場合の補償） + 340 円 1 年間 

○保険始期は加入日の翌日からです。 

○万一の事故に備えて保険に加入されることをお勧めします。加入手続きは事務室で受

付けます。 

○通学特約、付帯賠償のみ加入することは出来ません。 

● 保険加入日メモ（保険期間は上記参照） 

学生教育研究災害保険 年   月   日加入 

通学特約 年   月   日加入 

付帯賠償 年   月   日加入 
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６ 図書室の利用 

新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、図書室の閲覧スペースを閉鎖します。

開室する場合であっても、時間や人数を制限し、予約制（前日までの予約が必要）での運

用となることがあります。 

 利用時間  

通 常 期 間：9 時 30 分～17 時 00 分 

単 位 認 定 試 験 期 間：ご利用いただけません 

 

 閲覧  

図書室は開架方式を採っており、書架から図書を自由に取り出して閲覧することがで

きます。閲覧後は、元の書架ではなく必ず指定の場所に戻してください。図書は日本十進

分類法（NDC）に基づき分類別に配架されています。 

 貸出・返却  

＜神奈川学習センター配架図書・雑誌＞ 

  図書室内のみの閲覧となり、貸出はできません。 

 

＜放送大学附属図書館所蔵図書＞ 

附属図書館に所蔵されている図書資料の貸出・返却の手続きをする場合は、附属図書

館で行うほか、学習センター図書室を通じて手続きを行うことができます。 

図書資料は、図書室カウンター脇に備え付けの OPAC を利用して検索することができ

ます。また、自宅からでも同様に OPAC を利用して図書資料を検索することができます。 

（http://lib.ouj.ac.jp/） 

 

学部生 １ヶ月以内 １０冊 

卒研生※ １ヶ月以内 ２０冊 

院 生（修士） １ヶ月以内 ２０冊 

院 生（博士） １ヶ月以内 ３０冊 

※卒研生：卒業研究を履修している学生 

 

・貸出期間延長は貸出予約のない場合に限り１回のみ可能（更新日から２週間）です。

更新手続きは放送大学附属図書館ウェブサイトの OPAC（図書検索システム）から

もできます。 

・図書資料の貸出を受けている場合は、期限内に返却してください。貸出期間を過ぎて

も返却がない場合は、新たな貸出はできません。貸出停止期間は、超過期間と同じ日

数となります。 

 文献複写  

図書室にある図書資料の複写を希望する場合は、「文献複写申込書」に記入のうえ、複

http://lib.ouj.ac.jp/
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写する図書資料を添えて受付カウンターに提出してください。受付時間はウェブサイト

で最新の情報を確認してください。 

複写料金は１枚につき、白黒 10 円、カラー50 円です。 

なお、著作権法により、次のような制限があります。 

 

・図書室にある図書資料であること。 

・学習上、研究上必要なものであること。 

・図書の場合は全体頁数の半分を超えないこと。また、印刷教材の場合は章の半分を超

えないこと。 

・一人につき１部であること。 

 

複写物受け渡しの受付は閉室の 30 分前までです。 

 

 参考調査  

文献の探し方がわからないなど、図書資料に関する調査で、学習センターで対応でき

ない場合は、大学本部の附属図書館（図書情報課）で対応しますので「参考調査申込書」

に所定の事項を記入して受付カウンターに提出してください。 

 

 他大学附属図書館の利用  

他大学附属図書館の図書資料の貸出申込みや雑誌論文等の文献複写申込みをすること

もできます。 

他大学の図書および複写物受け渡しの受付は閉室の 30 分前までです。 
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７ 視聴学習室の利用 

新型コロナウイルスの感染拡大状況によっては、視聴学習室を閉鎖します。開室する場

合であっても、時間や人数を制限し、予約制（前日までの予約が必要）での運用となること

があります。 

 利用時間  

通 常 期 間：9 時 30 分～17 時 00 分 

単位認定試験期間：ご利用いただけません 

 

 視聴  

視聴学習室は、開講中の放送授業をインターネット配信または DVD・CD（注）で視

聴することができます。また、関連の映像資料等も視聴できます。 

（注）大学院は 2017 年度の新規開講科目まで視聴可 

学部は 2018 年度の新規開講科目まで視聴可 

 放送教材の視聴方法  

視聴を希望する場合は、受付で学生証を提出し、座席指定札の交付を受けてください。 

視聴方法は、視聴用デッキを利用して DVD や CD を視聴する方法（①）と視聴用パ

ソコン端末（ノート PC・タブレット）を利用してインターネット配信している授業を視

聴する方法（②）があります。 

放送教材は著作権法により複製はできません。 

 

①視聴用デッキを利用する場合 

DVD・CD 保管棚から視聴したい DVD・CD を取り出し指定の座席で視聴してくだ

さい。視聴は１巻ずつです。 

視聴後は、元の保管棚へ返却してください。なお、DVD・CD は室外への持ち出しは

できません。 

視聴がすべて終わりましたら、受付で座席指定札を提出し、学生証を受け取ってくだ

さい。 

②視聴用パソコン端末（ノート PC・タブレット）を利用する場合 

パソコン端末を開くとシステム WAKABA（教務情報システム）と同じアカウントと

パスワードの入力画面がでますのでログインしてください。視聴したい科目を選択し視

聴してください。オンライン授業は視聴することができません。 

視聴がすべて終わりましたら、受付で座席指定札を提出し、学生証を受け取ってくだ

さい。 

 スマートフォン・タブレットの持込使用  

スマートフォンやタブレットを持ち込んで放送授業をインターネットで視聴すること

ができます。この場合は、ID とパスワードを付与するため、事前の手続きが必要となり

ます。手続きについては、事務室窓口でお尋ねください。 

ノートパソコンの持ち込み使用は認めていません。 
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 放送教材（DVD・CD）の本部郵送貸出しについて  

放送教材（DVD・CD）を郵送にて大学本部からご自宅に取り寄せることができます。 

（学習センターでの室外・郵送貸出しはしていません） 

（１）貸出しできる放送教材 

◎学期の初めから単位認定試験期間終了まで 

・履修している科目 

・再試験を受験する科目 

・特別講義 

◎単位認定試験期間の翌日からその学期終了まで 

・開講中(1 学期は閉講後再試験科目を含む)全ての科目 

・特別講義 

（２）貸出し期間・貸出数 

◎20 日間・7 枚以内 

※上記の日数には、放送大学本部からの発送日及び返却到着日を含みます。 

（３）貸出方法 

放送教材貸出申込書を「郵送」または「FAX」してください。「インターネット」に

よる申込みもできます。なお、お電話での申込みは受け付けません。放送大学本部から

の郵送方法は第四種郵便のみとし、送料は往復分とも申込者(学生)負担となります。 

（料金の目安：ディスク 5 枚で片道 45 円） 

（４）申込み宛先 

◎郵送による申込み 

〒261-8586 千葉市美浜区若葉 2-11 

放送大学学習センター支援室 放送教材郵送貸出担当 

◎FAX による申込み 

 FAX 番号 043-298-4510 

◎インターネットによる申込み 

http://www.ouj.ac.jp/hp/BorrowDVD_v01/ 

新型コロナウイルスの流行によって視聴学習室が閉鎖となった場合、放送授業は自宅

で BS テレビまたはインターネット（システム WAKABA※）を活用して視聴すること

になりますが、いずれの環境もない方は、こちらの DVD・CD の本部郵送貸出しをご利

用ください。 

 

※システム WAKABA での視聴方法は、37～38 ページをご確認ください。 

 

 Web 単位認定試験体験版の利用  

2022 年度第 1 学期より単位認定試験が Web 試験となったことに伴い、視聴学習室

の端末を使って Web 単位認定試験体験版の利用が可能です。 

http://www.ouj.ac.jp/hp/BorrowDVD_v01/
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８ 実習室の利用 ※2022 年 3 月時点で閉鎖中 

在学生は、面接授業等で使用していない時間、実習室のパソコンを使用することができ

ます。 

ただし、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、2022 年 3 月の時点では実習室を閉鎖

しています。再開の時期については未定ですが、再開時にはウェブサイト等でお知らせし

ます。 

新型コロナウイルス流行下では、感染予防の観点から実習室を全面閉鎖とします。閉鎖

状態にあるかについては、神奈川学習センターのウェブサイトをご確認ください。 

例年（2019 年度以前）のルールを下記に記載しますが、仮に実習室が再開されても、

一部のルールが変更となる可能性がありますので、参考程度とお考え下さい。 

 

 参考：2019 年度以前の実習室使用ルール  

 利用方法  

事務室にある「実習室利用願」を、学生証と一緒に提出してください。Wi-Fi によるイ

ンターネットを利用する場合も同様です（実習室以外で Wi-Fi を利用する場合は上記と

は別の手続きの上、ID とパスワードの取得が必要となります）。 

 注意事項  

学習センター内のパソコンは、以下の用途で使用することは出来ません。 

 

①単位認定試験の過去問の印刷 

②オンライン授業での使用 

③私的利用（年賀状、クーポン等、趣味等の印刷） 

 

また、学習センターで作成したデータは必ずご自身の USB メモリに保存してくださ

い。学習センターのパソコン内には絶対に保存しないでください。誤って保存された場

合、データの保証はいたしません。 

なお、実習室で USB メモリを使用する前には、ウイルスに感染していないことをお確

かめください。 

 プリンターの使用  

印刷できる枚数は、1 人 1 日 30 枚までです。 

用紙は窓口にてお受け取りください。用紙を持ち込んでの印刷はできません。 

 実習室の利用について  

実習室が利用できない日は、実習室の扉、神奈川学習センターウェブサイトに掲載し

ますのでご確認ください。 
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９ システム WAKABA（教務情報システム）の利用 

放送大学では学生の学習をサポートするため、システム WAKABA（教務情報システム）

等のインターネットを利用した各種情報システムを提供しています。 

 ログイン方法  

①下記 URL または放送大学ホームページのリンクからシステム WAKABA のログインペ

ージに移動します。 

https://www.wakaba.ouj.ac.jp/portal/ 

 

 

 

②ログインボタンを押して、ID とパスワードを入力してログインします。ログイン ID お

よび初期パスワードは下記の表の通りです。 

 

ログイン ID 
学生番号 

（-を除いた半角数字 10 桁、変更不可） 

パスワード 
ご自身で設定したパスワード 

（初期パスワードは入学許可証に記載） 

 

放送大学の公式ホーム

ページからも進めます。 

 

https://www.wakaba.ouj.ac.jp/portal/
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 システム WAKABA のトップ画面とよく使用する機能  

 

① 【重要！】パスワードを変更します（詳細は後述）。 

② 【重要！】キャンパスメールを開きます（詳細は後述）。 

③ 通信指導をこちらからオンライン上で提出できます。 

④ Web 単位認定試験の受験、Web 単位認定試験体験版の操作ができます。 

⑤ 
オンライン授業を履修している場合は、こちらから視聴や課題提出等を行います

（履修者以外は視聴できません）。 

⑥ 放送授業は、こちらから好きな回をいつでも視聴できます。 

⑦ 過去 2 回分の単位認定試験の問題を閲覧できます。 

⑧ 
残りの在学可能学期数や卒業までに必要な単位数等、学生としての情報を確認する

ことができます。 

⑨ 所属センターや住所の変更の他、休学申請も可能です。 

⑩ 既に単位取得した科目の成績の確認が可能です。 

⑪ オンライン上での科目登録や継続入学の手続きが可能です。 

⑫ 開講中の科目のシラバスを確認できます。 

① 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

 ※注意 

⑧～⑫を利用するには、

「教務情報」をクリック

してください。 

③ 

⑤ 
【重要!】 

⑪ 

【重要!】 

② 

⑫ 
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【重要！】パスワードの変更  

システム WAKABA への不正ログインを防ぐため、必ず初期パスワードを変更してくだ

さい。変更の手順は下記の通りです。 

 

①システム WAKABA のトップ画面に進み、「パスワード変更（38 ページの①）」をクリ

ックします。再度ログインを求められるので、ID と現行（変更前）のパスワードでログ

インしてください。 

②新パスワードを２箇所に入力し、保存ボタンを押してください。「メンテナンス処理が完

了しました。」との表示が出れば終了です。 

 

 

 
  

＜パスワードを紛失してしまった場合の対処法＞ 

①下記のいずれかまで連絡します。 

 〇学生サポートセンター（043-276-5111） 

 〇所属学習センター 

 〇教務課教務係（e-mail: kyomuka@ouj.ac.jp） 

②本人確認の上、放送大学側で初期パスワードに設定します。 

③必ず当日中に初期パスワードを使用してログインし、本ページ前半に記載の方法で新し

いパスワードに変更してください。翌日の朝６時までにパスワードを変更しなかった場

合は、再度ログインできなくなります。 

  

【注意！】 

〇入学後半年程度経過しても初期パスワードを変更していない場合は、ログインでき

なくなります。 

〇新しいパスワードは英字と数字の双方を含む 8 文字以上のものにする必要があるた

め、初期パスワードは再利用できません。 

全く同じものを２箇所
に入力してください 

 

この画面が出ても
「OK」を押してく
ださい 
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【重要！】キャンパスメール  

キャンパスメール(旧称：学生 Gmail)は 38 ページの②をクリックすることでログイン

できます。 

放送大学からの重要な連絡は、「連絡先として登録した学生個人のメールアドレス」では

なく、主として「キャンパスメールのアドレス」に送付されますので、日頃からよく確認し

ましょう。 

特に、下記のような案件は、キャンパスメールの使用が必須ですので、ご注意ください。 

 

＜キャンパスメールの使用が必要となる主な案件＞ 

〇Web 上で面接授業が実施される場合の授業参加 

〇卒業研究における教員とのやり取り 

〇オンライン講演会・特別講義の申込・受講 

 

キャンパスメールアドレス [-を除いた学生番号の数字 10 桁]@campus.ouj.ac.jp 

 

10 学習相談 

学習の方法や進め方、卒業研究、大学院進学といった修学上の諸問題について、当セン

ター教職員やＫ-サポート(詳細は 45 ページ参照)が相談に応じます。 

なお、放送授業や印刷教材の内容に関する質問は、当センターでは受け付けておりませ

ん。『学生生活の栞』の「質問票」に記入し、本部へ送付願います（システム WAKABA に

ログインして、授業サポートのサイドメニュー「質問箱」から質問を送ることもできます）。 

○相談を希望する場合は、まずは電話でご連絡ください。 

○その場の電話で解決できなかった場合、日程等を調整した上で、後日再度電話、または

Web 会議システム（Zoom）等を使用して対応いたします。 

○相談を希望する場合は、事前に事務室にある「学習相談申込票」に記入の上、事務室に

お申し込みください。FAX でのお申し込みも受付けています。 

○相談内容や日程等を調整した上で、対応者や相談日、時間等を決定します。（相談時間は

30 分以内） 
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11 課外活動 

神奈川学習センターには学習だけでなく、同窓会、各種サークル、Ｋサポート、若者の集

い等の学生相互のコミュニケーションが充実しています。ただし、新型コロナウイルスの

影響で、2022 年 3 月時点では大半の課外活動が休止中になっています。 

新型コロナウイルス感染拡大下では、学生団体等への講義室貸出を停止することがあり

ます。ウェブサイト等で最新の情報を確認してください。 

下記は例年（2019 年度以前）の状況の紹介です。あくまでも参考程度とお考え下さい。 

 学生用掲示板の利用  

学生用掲示板は、1 階・実習室の横と 2 階・飲料販売室（旧談話室）にあります。 

利用を希望する場合は、掲示物を事務室へ提出し、許可を受けてください。掲示可能期間

は 3 週間です。 

 講義室の使用  

講義室・学習相談室はサークル活動等で使用することができます。（個人での使用はでき

ません。） 

使用を希望する場合は、事務室にある「施設使用願」を提出してください。 

「施設使用願」は、使用希望日の 2 ヶ月前の 1 日から前日まで受付けます（例：使用希

望日時が 8 月 15 日の場合、6 月 1 日から 8 月 14 日までの間、予約可能）。当日の申し

込みはできません。 

予約内容の変更は 1 回のみ可能です。2 回目の変更を希望する場合は、一度キャンセル

した後に再申請してください。 

 フェスタ・ヨコハマ  

毎年夏季（8 月～9 月頃）・春季（2 月～3 月頃）に神奈川サークル協議会の主催で「フ

ェスタ・ヨコハマ（大学祭）」を開催します。 

夏季は講演会、ダンス、ゲーム、俳句大会等が行われ、模擬店なども出ます。（会費制） 

春季は講演会のみで誰でも参加できます。 

なお、当学習センター主催のイベントではないため、フェスタ・ヨコハマに関するご質問

等については事務室でお答えすることはできませんのでご了承ください。 

 若者の集い  

毎月第 3 土曜日に、神奈川学習センターに所属している若手の学生さんが自主的に集ま

り、ともに交流を深める活動です。 

同世代の仲間が欲しい方、ひとりの勉強が不安な方など、皆さん是非お気軽に遊びに来

てください。 
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 放送大学神奈川同窓会  

放送大学卒業生、大学院修了生は同窓会に加入することができます。神奈川同窓会は

以下を目的に活動しており、2020 年に設立から 30 周年を迎えました。 

○同窓会会員の親睦 

○情報交換 

○相互研鑽 

○社会への貢献 

○神奈川サークル協議会会員としての活動 

○母校「放送大学」の発展に寄与 

● 会員との交流 

会報『波濤』とともに大学情報を送付し、卒業生および在学生との繋がりを大切にして

います。 

● 卒業・修了祝賀茶話会 

春・秋の「卒業・修了祝賀茶話会」を「神奈川学習センター」と共催で行っています。 

● ホームカミングデー 

母校を愛し、生涯学習を目指す卒業生が戻ってこられる催しを「神奈川学習センター」

と共催で行っています。 
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 学生団体（サークル） 

現在、神奈川学習センターには以下の１１団体が活動しています。メンバーは随時募

集中です。 

学生団体（サークル）を結成したい場合は、「設立願」を提出し許可を受けてください。 

団体名 活動概要 

神奈川放友会 

私たちは、学生生活を豊かなものにするため、「学び」と「触

れ合い」の二つを柱に、幅広くそして常に新しい何かを求めて

活動しているサークルです。 

人間学研究会 

月例会で卒論、ライフワークなど様々なテーマを発表し合

い、人間の本質的なあり方を多面的に学習・研究し、さらに会

員の交流と親睦を図っています。 

放送大学 

神奈川合唱団 

合唱を愛好し音楽の素晴らしさを会員相互で共有し親睦を

図り、大学生活を豊かなものにしていきます。 

放送大学 

ダンスサークル 

社交ダンスを通じてその技術を修得すると共に、健全な心

身を育成し、会員間の交流と親睦を図っています。 

放大かながわ 

レク・サークル 

ウォーキング（旧東海道他）や例会（情報交換会）等により

楽しい学生生活を送るためのサークルです。 

中国語学習会 
中国語の学習を通して中国文化に触れ、交流を図ろうとい

うサークルです。 

うえるかむ

Kanagawa 

英語を学びながら、学生同士の親睦を深め、実りある学生生

活を達成します。 

資格取得研究会 

看護や福祉分野のキャリア・アップや進学、就職についての

情報交換を行う。目標資格は看護学士、認定心理士、正看護師

などです。 

韓国語同好会 
韓国語の日常会話を習得し、日本文化と韓国文化との交流

を図ろうというサークルです。 

スペイン語研究会 
スペイン語日常会話修得とスペイン語圏の歴史・文化を学

んでいます。 

歩・歩の会（地球研） 

地球科学をベースに自然を学び、その価値を知り、地球環境

の SDGs(持続可能な開発目標)に寄与するため、室内での講

義及び野外での巡検を実施しています。 
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 学習センター実施のゼミ  

神奈川学習センターでは、所長・客員教員・元客員教員によるゼミを開催しています。

自由な雰囲気で、先生からの指導、学生相互の意見交換、親睦を深めることができますの

で、興味のある方は下記の注意事項をお読みの上で、是非参加してみてください。 

 

＜学習センター実施のゼミに関する注意点＞ 

〇学習センター実施のゼミは客員教員等が主催する勉強会です。面接授業ではありませ

んのでご注意ください。 

〇学習センターで開催されるゼミは、卒業のために参加必須ではありません。単位とし

て認定されることもありません。 

〇ゼミへの参加を希望される方は、主催教員へ直接連絡してください。事務室ではゼミ

の参加受付を行うことはありません。なお、教員の連絡先は機関紙等をご確認くださ

い（機関紙はウェブサイトにも掲載されています）。 

新型コロナウイルス感染拡大下では、ゼミを中止することがあります。また、実施する

場合であっても、参加人数を制限します。なお、一部のゼミは Web 会議システムで運用

することもあります。 

 

今年度開催されているゼミは下記の通りです。ただし、実施頻度・曜日については、諸

事情により変更となる可能性があります。 

 

≪所長・客員教員のゼミ一覧≫ 

世界の多様性を学びながら育む英語コミュ

ニケーション能力 
飯田深雪 

毎月第 2、第 4 土曜日 

10:30～12:00 まで 

英米児童文学を読みます。また、異文化についての読み物も読み、ディスカッションや

英語での会話も行います。 

化学災害を知る 大谷英雄 
毎月第 3 火曜日 

学生との調整により変更もあり 

化学産業あるいは化学物質において発生する事故を防止し、災害を防ぐための一つの

方法として過去に起こった事故について分析・検討し、その再発防止あるいは類似の事

故の発生を防止するための情報を得ることが有益であるとされている。このゼミナール

では、過去の事故について一緒に考えてみたいと思う。 

グローバル時代の社会と経済政策：生活者

の視点から考える 
植村博恭 

毎月 2 回 

金曜日または土曜日 

本ゼミナールは、グローバル時代の社会と経済政策のあり方について学びます。特に、

様々な身近な問題を毎日働き暮らしている生活者の視点で考えていきたいと思います。

日本企業における働き方の改革、男女平等社会の実現、退職後の安心できる暮らし、個人

資産の有効な管理と運用などを取り上げつつ、私たちひとりひとりの生活を支えてくれ

る経済政策のあり方はどのようなものか、勉強していきます。特に、若者、中堅世代、高

齢者、女性、男性といった様々な世代の市民の観点からゼミを進めて行きたいと考えてい

ます。 
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三浦半島の地層と化石を探る 間嶋隆一 

講義室での毎月の第 1 日曜日

（予定） 

野外での活動 4 回（下記参照） 

三浦半島の地層と化石について研究紹介を行い、論文の紹介など行う。関連する地層の

露頭や化石産地を訪れ、データの採取と解析を行う。 

野外での活動は、城ヶ島、逗子から葉山の海岸、横須賀市浦郷町貝山緑地、横浜市栄区

瀬上市民の森で行う。 

 

≪元客員教員のゼミ一覧≫ 

上川ゼミ 上川孝夫 毎月第 3 土曜日 

経済を学ぶゼミです。金融を中心に、日本や世界の経済、経済史や経済思想など、幅広

いテーマを取り上げます。コロナウイルスの感染拡大が続く場合、Zoom を活用したオ

ンライン・ゼミの形で実施します。 

英語基礎ゼミナール 高橋邦年 
原則毎月第 2 または 

第 3 土曜日 

毎回 2.5 時間（休憩 10 分）の活動を行う。平易な英語教科書を選び、必要に応じて

講師が内容について説明・解説をし、それを受けて学生が演習を行なう。進度はあらかじ

め定めず、無理なく進める。 

哲学ゼミ 杉田正樹 原則毎月第 3 土曜日 

哲学カフェをやります。身近な問題をその場でお互いに出し合い、それについて話し合

います。特別な準備や知識は不要です。 

茂木ゼミ 茂木一衞 原則として金曜日に月 2 回 

ヨーロッパの芸術的な音楽を中心に、表現や鑑賞などの活動を通して、音楽の楽しみ

方や味わい方を学びます。 

コロナウイルス蔓延で所内活動控えるべき場合などはオンラインで行います。 
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 ｢Ｋ-サポート｣制度  

「K（Kanagawa）-サポート」は、在学生等の有志が集まり、他の仲間（在学生や入

学希望者）を組織的に支援しています。 

活動内容は、学習支援をはじめとする学生生活全般を対象に、センターの教職員と連

携し進めています。 

新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、学習センターにおける活動を休止する

可能性があります。 

チーム名 支援内容 

学習相談チーム 学習相談支援 

機関紙編集チーム 機関紙の編集支援 

地域連携チーム 地域社会との連携支援 

バス研修チーム 研修旅行企画等支援 

パソコンサポートチーム パソコン初心者のパソコン操作支援 

 研修旅行  

放送大学では、学習センターごとに研修旅行を行っています。歴史・文化に触れ、新た

な技術・産業を目にすることにより、心を豊かにし、新たな知識を得ることを目的として

います。 

また、あまり知り合うことのない学生同士、あるいは教職員との交流の場ともなりま

す。 

詳しい日程等は掲示板等でお知らせします。 

近年に実施した研修旅行は次のとおりです。 

年度 実施 研修 テーマ 

2016 10 月 
山梨県韮崎大村美術館 

山梨県株式会社サドヤ 

ノーベル医学・生理学賞受

賞 大村智博士の故郷を訪

ねる！ 

2017 10 月 

国立印刷局小田原工場 

小田原城址公園 

石垣山一夜城 

神奈川の西部 小田原を知

る 

2018 10 月 

株式会社リーテム 

株式会社アルフォ 

国立西洋美術館 

リサイクル及び建築物、美

術について学ぶ 

2019 10 月 
ANA 機体工場（羽田空港）  

江戸東京博物館 

航空機の整備及び江戸東京

の歴史と文化について学ぶ 

2020

～ 
- 

新型コロナウイルス感染拡大のため

実施せず 
- 

新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、実施されない可能性があります。  
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12 神奈川学習センター教員紹介 

 

 所長・特任教授  

 

大谷 英雄 【専門】化学安全工学、燃焼学 

 

燃焼学に基づいた火災・爆発に対する防災の研究が専門です。神奈

川 SC では面接講義・ゼミを担当しますが、化学工場における事故

の話を中心に過去の事例から何を学び、同様の事故の再発を防止す

るか、近年話題のリスク管理の考え方について一緒に勉強しましょ

う。 

 

 

 客員教授  

 

淺見 真年 【専門】有機化学 

 

炭素化合物を扱う有機化学は、生命科学から先端材料まで私たちの

生活に広く関わっています。また、有機化学は実験の学問とも言われ

るほど、実験が重要です。第 1 学期は講義を聞いて、第 2 学期は実

験をして、楽しく有機化学を学習していただきたいと思います。 

  
植村 博恭 【専門】比較制度分析、マクロ経済分析、経済政策論 

論 

 

現在グローバル化が急速に進んでいますが、同時に各国経済はそれ

ぞれの経済制度をもって多様な進化をとげています。このような状況

に対応し、わたしたち市民一人一人（女性・男性・若者・高齢者）の

生活を豊かにできる経済政策を考えていきたいと思います。 

  
梅澤 修 【専門】金属組織学、材料強度学 

論 

 

循環型社会システムの構築に資する材料とプロセスの創造には、製

品や部材の機能・特性と結びつく材料の組織・構造の理解が欠かせま

せん。「デザイナーズマテリアル」について一緒に考えてみたいと思

います。 
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大重 賢治 【専門】疫学、公衆衛生学、予防医学 

 

私の専門は疫学です。疫学とは、健康関連のいろいろな事象を、観

察・推理し、論理学と統計学を用いて客観的・合理的な解釈を行う学

問です。とても応用範囲が広く実用的な学問ですので講義の中でお伝

えしていきたいと思います。 

  
大庭 絵里 【専門】逸脱・社会問題の社会学、犯罪社会学 

 

私の専門領域は、社会学のなかでも、逸脱・社会問題の社会学。犯

罪社会学（特に犯罪とメディア）という分野です。ジェンダー・セク

シュアリティにも関心があります。人と人との間の相互行為、「現実」

の社会的構築という観点から具体的に考察して参りたいと思います。 

  
木村 昌彦 【専門】柔道、体育科学、体力科学 

 

東京オリンピックのレガシーは何だったのか？冬季北京オリンピ

ックでの様々な混乱の原因は何か、スポーツ立国を目指す日本におい

てインティグリティー教育が最も重要だと思います。是非、皆さんと

スポーツの素晴しさや価値を学んで行きたいと思います。 

  
國分 泰雄 【専門】光エレクトロニクス 

 

光ファイバ通信は実用化から 37 年間に伝送容量が 100 万倍に増

えて、さらに１億倍に達しようとしています。本講座では光ファイバ

だけではなく、光エレクトロニクスの基幹技術について、その原理か

ら社会にいかにインパクトを与えて来たかをお話します。 

  
白水 紀子 【専門】中国近現代文学、ジェンダー研究 

 

中国の近現代文学研究にジェンダー研究を導入した、いわば文学と

社会学の領域を横断した研究をしています。授業では日本、中国、台

湾、韓国などを対象に、身近な社会問題を通して東アジアのジェンダ

ーやセクシャリティの問題を考えていきます。 
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髙橋 和子 【専門】舞踊教育学、体育科教育学、臨床教育学 

 

「しなやかに生きる」をモットーに、一生かかわる自身のからだが

「感じる・動く・ひらく・表す・かかわる」働きをもっていることを、

ゆっくりと他者とのふれあいを通して味わいたいと思っています。座

学ではなくワークショップ形式で行いたいと思います。 

  
田中 英登 【専門】環境生理学、運動生理学 

 

私の研究テーマは、「環境の及ぼす身体への影響」、特に温熱環境と

の関係について中心に進めています。講義としては、生活習慣におけ

る環境に対する人の身体適応を中心に進めます。例えば、近年の地球

温暖化などの影響による熱中症の現状とその対策やスポーツ活動時

の暑さ寒さ対策などについて紹介し、課題などについて考えていきた

いと思います。 

  
富岡 幸一郎 【専門】近現代文学・哲学・思想、キリスト教神学 

 

文学作品を読むには、その背景となっている時代や社会を深く理解

する必要があります。文学の面白さは、言葉の芸術としての作品の読

解とともに、思想や歴史、宗教などとの関連から読み解くところに、

その醍醐味があります。 

  
廣田 全男 【専門】地方自治論、憲法学 

 

日本国憲法の下、国（国会、内閣、裁判所）と地方自治体は、「対

等・協力」の関係に立ち、それぞれ人々の権利と自由、ひいては幸福

を実現する役割を担っています。授業では、様々な判例やトピックス

を通して、国政及び地方自治の法と仕組み、意義について学びます。 

  
間嶋 隆一 【専門】古生物学、層位学 

 

地球の歴史は生命の歴史と言い換えても過言ではありません。地球

に刻まれた過去の環境変動を化石の解析から探求し、地球史的視点か

ら見た現在の地球環境を考えます。その結論として、人間にとって一

番大切なのは人間であって、地球などではないという事の意味を考え

ます。 
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八木 裕之 【専門】サステナビリティ会計学、サステナビリティ経営学 

 

SDGs や気候変動対策に象徴されるように、サステナビリティ経

営は現代企業に不可欠な経営戦略の１つになっています。社会的課

題、サステナビリティ経営・会計などを学びながら、これからの企業

経営のあり方についてみなさんと一緒に考えていきたいと思います。 

 

 客員准教授  

 

飯田 深雪 【専門】第二言語習得、異文化コミュニケーション、英米文学 

 

バイリンガリズム、異文化コミュニケーション、アジア系アメリカ

文学などを研究してきました。大きなテーマとしては、様々な社会背

景や異なる文化を持つ他者を理解するためにはどうすればよいか、に

ついて考えることです。英語を通して異なった背景を持つ人々やその

文化について一緒に学びましょう。 

  
杉内 肇 【専門】機械工学、制御工学 

 
 

ロボットに色々な作業をさせたり、色々な動作を実装したりする研

究に携わってきました。最近はスケートロボットの研究をしていま

す。みなさまとお会いできるのを楽しみにしております。 

 

 非常勤講師  

 

岡安 和人 【専門】金属工学 

 

これまでにアルミニウム合金、チタン合金、マグネシウム合金、鉄

合金などの金属材料を中心とした研究に関わってきました。みなさま

とお会いできることを楽しみにしております。 
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13 厚木教室（再視聴施設） 

放送大学神奈川学習センター再視聴施設（厚木教室）は、神奈川工科大学附属図書館に

て開校しています。 

放送大学の放送授業科目を視聴できます。ただし、科目数が限られていますので、科目

は神奈川工科大学附属図書館ウェブサイトでご確認ください。 

● 開館時間※ 

 開館 閉館 

月～金曜日 9：00 21：00 

土曜日 9：00 17：00 

短縮開館日 9：00 17：00 / 19：00 

休館日 
日曜日・祝日 

夏季・冬季休暇・蔵書点検期間等 

 

※上記開館時間・休館日は原則です。詳細は神奈川工科大学附属図書館ウェブサイトの

開館カレンダーをご覧ください。 

● 所在地 

神奈川工科大学附属図書館（神奈川工科大学内） 

【住 所】〒243-0292 神奈川県厚木市下荻野 1030 

【電 話】046(241)6221 【FAX】046(242)6111 

【Ｈ Ｐ】トップページ： 

https://www-std01.ufinity.jp/kaitlibrary/ 

放送大学学生向け案内： 

https://www-std01.ufinity.jp/kaitlibrary/?page_id=10743 

● 交通アクセス 

小田急線「本厚木駅」北口・１番線から神奈川中央交通バス「あつぎ郷土博物館」行き、

「神奈川工科大学経由・鳶尾団地」行きで「神奈川工科大学前」下車（所要時間約 25 分） 

※時刻表は必ず神奈川中央交通ウェブサイト等でご確認の上お出かけください。 

新型コロナウイルス感染拡大により、神奈川工科大学附属図書館では、放送大学の学

生を含む学外者に対して、利用制限を実施することがあります。神奈川工科大学附属図

書館ウェブサイトで利用可能であるかを必ずご確認ください。 

＜学外者の利用に関する案内＞ 

https://www-std01.ufinity.jp/kaitlibrary/?page_id=9405 

https://www-std01.ufinity.jp/kaitlibrary/?page_id=65
https://www-std01.ufinity.jp/kaitlibrary/?page_id=10743
https://www-std01.ufinity.jp/kaitlibrary/?page_id=9405
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放送大学本部及び南関東地区学習センター一覧 

 

名称 

(ｺｰﾄﾞ番号) 
所在地 電話番号 最寄駅 

大学本部 
〒261-8586 

千葉市美浜区若葉 2-11 

043(276)5111 

（総合受付） 

幕張、 

海浜幕張 

埼 玉 

(11A) 

〒330-0853 

さいたま市大宮区錦町 682-2 

(大宮情報文化センター内) 

048(650)2611 大宮 

千 葉 

(12A) 

〒261-8586 

千葉市美浜区若葉 2-11 

(放送大学本部敷地内) 

043(298)4367 
幕張、 

海浜幕張 

東京渋谷 

(13E) 

〒150-0043 

渋谷区道玄坂 1-10-7 

(五島育英会ビル 1 階) 

03(5428)3011 渋谷 

東京文京 

(13B) 

〒112-0012 

文京区大塚 3-29-1 

(筑波大学東京キャンパス文京校舎内) 

03(5395)8688 茗荷谷 

東京足立 

(13C) 

〒120-0034 

足立区千住 5-13-5 

(学びピア 21 内) 

03(5244)2760 北千住 

東京多摩 

(13D) 

〒187-0045 

小平市学園西町 1-29-1 

(一橋大学小平国際キャンパス内) 

042(349)3467 

一橋学園、 

鷹の台、 

新小平 

神 奈 川 

(14A) 

〒232-8510 

横浜市南区大岡 2-31-1 
045(710)1910 

弘明寺 

（地下鉄） 

 



                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        



                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        



                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送大学 神奈川学習センター 

The Open University of Japan 
Kanagawa Study Center 

 
〒232-8510 横浜市南区大岡２－３１－１ 

TEL：045-710-1910 FAX：045-710-1914 

URL：https://www.sc.ouj.ac.jp/center/kanagawa/ 

（通常期間：Normal period） 9：10～17：40 

（試験期間：Test period） 8：40～19：00 

 
・横浜市営地下鉄ブルーライン 弘明寺駅 徒歩５分 

・京浜急行電鉄 弘明寺駅 徒歩１２分 

・横浜市営バス、神奈川中央交通 弘明寺駅 徒歩５分 

 

 

 

(1 番出口) 

(2 番出口) 



 

 

 

 

 

 

 

ウェブサイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川学習センター 放送大学 


